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歴史ある旧青葉小学校校舎を未来へつなげる 

お別れイベント目白押し！ 

 ～ 是非、取材をお願いします。～  

 

 

 

■歴史文化施設建設に伴うプレイベント（平成 30年５月 21日報道資料参照） 

【公益財団法人 静岡市文化振興財団】 

６月９日（土）～６月 24日（日）「静岡発 近代日本のはじまり」展 

                       歴史文化施設の展示内容を一部紹介 

   6月 9日（土）・6月 10日（日）第 232回 HOTひといきコンサート「伝統芸能特集」 

9日 琉球伝統歌舞集「琉神」 

10日 津軽三味線「小山兄弟」 

 

【一般社団法人 静岡県建築士事務所協会中部支部】 

６月 16日（土）「“歴史文化施設を核としたまちづくり”パネルディスカッション」 
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（一社）静岡県建築士事務所協会中部支部の協力を得て実施 

  

【青葉小学校同窓会・卒業生有志/シズオカオーケストラ】 

６月 17日（日）『青葉小学校舎メモリアルイベント「うまれかわりの文化祭」』 

           市民団体「シズオカオーケストラ」等、市民の皆さんによる青葉 

小学校の未来を考えるイベント 

 

【公益財団法人 静岡市文化振興財団】 

６月 23日（土）講演会「カオスからの出発、静岡藩時代の静岡」 

           講師…樋口雄彦
ひぐちたけひこ

氏（国立歴史民俗博物館教授） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
オープンな設計 

市民発意 !! 

担当：歴史文化課 電話：２２１－１５６９ 
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（仮称）静岡市歴史文化施設の基本設計が進行中！ 
 

■施設外観イメージ 

Before                        After 

 

 

 

 

 

 

 
■建物の基本設計 
・ルーブル美術館ランス別館や金沢 21世紀美術館などを手掛けた世界的な建築家 妹島和世＋西沢立
衛/SANAA事務所が設計 

・駿府城三の丸に建つ建物として、高さは可能な限り低く抑え、外観は、周辺の景観に溶け込むよう
配慮されながらも SANAA事務所独特のデザインで仕上げられたシンボル性の高い計画 

・石垣とお堀による雁行動線を建物の内部まで立体的に延長し、街並みと建物が一体となることで、
自然に展示室まで導く計画 

 

■展示の基本方針 
・世界でも稀にみる 260年にわたる天下泰平の世を築いた地 駿府 

・家康公と静岡との関わりを主軸とし、静岡の歴史を３つの大きなテーマにひもとき、家康公を通し
て来館者に“静岡の良さ”を知ってもらうことを目的とした構成とします。 

 

                      来訪者…静岡への憧れ 

                      市民…郷土への愛着  

家康の武将としての人生を象徴する甲冑に導かれるように各テーマへと進んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■複製品を製作する甲冑の事前調査の様子 （平成 30年５月 11日報道資料参照） 

 

 

 

 

 

【久能山東照宮での調査風景】      【静岡浅間神社での調査風景】 

「静岡ってすごい！」 

住みやすい、住んでみたい、  

住んでよかった 

【家康公の一生と大御所 

時代の「駿府」】 

【家康を育んだ「駿府」と今川氏】 

➡今川氏の存在や、今川氏に至る

までの駿府の始まりの歴史に着目 

【東海道と駿府城下町の変遷】 

➡家康が亡くなった後の東海道

と駿府城下町の変遷、近代日本

の出発点となった静岡に着目 

まち・地域・市内遺跡など 

武将としての人生のスタート
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歴史発見・観光回遊へ 

展示室内イメージ 


